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.研究の要約一一一一一一一一一
2003年度OECDが実施したPISA調査から，日本では国際基準の学力に関心が
高まった。その中でも日本はPISA型「読解力」に課題が見られ，各地で対策が図
られた。 PISA型「読解力」とは「自らの目標を達成し，自らの知識と可能性を発
達させ，効果的に社会に参加するために，書かれたテキストを理解し，利用し，熟
考する能力。」である。しかし，文章(連続型テキスト)の読み取りとして解釈さ
れ実践されていることが多いが.一方で，図・グラフなどの(非連続型テキスト): 
から読みとるカを伸ばす効果的な授業実践事例は少ないと考える。本稿では， 5年
生「四角形の内角の和」の授業実践事例から他者の図を理解し，視覚的に伝え合う
こと(ビジュアルコミュニケーション)で児童が読みとる力を伸ばす児童の姿があ
るか質的研究を目的としたものである。その結果， r四角形の内角の和を三角形の
内角の和を基に求めるJという演縛的な考えを読み取る力を伸ばすことができると
示唆が得られた。
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1. グローパル化の中で求められる学力
2003年7月に OECD(経済協力開発機構)
が実施した PISA調査(生徒の学習到達度調
査)から日本では各国・地域による学力比較
の関心が高まっている。
特に 2003年度日本の子どもの学力は「数
学的リテラシーJr科学的リテラシーJr問題
解決能力」で高かったものの， r読解力」にお
いては課題が見られた。
このPISA型「読解力」は次のように定義
されている。「自らの目標を達成し，自らの知
識と可能性を発達させ，効果的に社会に参加
するために，書かれたテキストを理解し，利
用し，熟考する能力。(文部科学省.2003) J 
このPISA型読解力の読むテキストには
「連続型テキストJと「非連続型テキストJ
の2種類がある。物語・解説・記録などの文
章で表された「連続型テキスト」と，図・地
図・グラフなどによる「非連続型テキスト」
である。
*倉敷市立倉敷東小学校
PISA型「読解カ」では，この2種類のテ
キストにおいて「テキストの中の事実を切り
取り，言語化・図式化する『情報の取り出し~，
書かれた情報から推論・比較して意味を理解
する『テキストの解釈~，書かれた情報を自ら
の知識や経験に位置づけて理解・評価(批判・
仮定)する『熟考・評価~J の 3"':)の読む行為
の観点を示している。
しかし，日本における読解力という元々の
意味合いや言語活動の重視によって「読解力」
を文章の意味理解として解釈され授業実践が
行われているように考える。その一方で，教
育現場において「非連続型テキストJから読
解する力を伸ばすことに焦点を当てた授業実
践事例は少ない。
また， PISA型読解力は，社会的参加を目
的としたテキストの理解・利用・熟考する能
力としている。このような力は個人学習では
なく学校の授業の中でこそ育成していかなけ
ればならない力である。
算数科では，図といった非連続型テキスト
を使って考える場面が多く， PISA型「読解
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力」を伸ばすための場になると考える。
そのため，本稿では算数科の授業において
四角形の図形を使って，思考・表現し，その
考えを読み取る力を伸ばす授業実践研究をす
ることを目的とする。
2. PISA型読解力を伸ばすための理論
(1) PISA型読解力と思考力・表現力
PISA型読解力では， r情報の取り出しJ
「テキストの解釈Jr熟考Jr利用Jと4つの
観点がある。これは算数科においては，問題
の意味を読み取り，推論し既有の知識や技能
を使って筋道立てて考える過程と閉じである。
つまり， PISA型読解力を育成するために
は，現行の学習指導要領の算数科において思
考力・表現力を扱うことと閉じである。
そこで，児童の理解や思考を考えるために，
児童の把握段階を考える必要がある。
( 2 )図形を使った行動的把撮・映像的把握
ブ、ノレー ナー (1977)によると児童の把握段階
を「なすことによって理解する『行動的把握~，
視覚によって理解する「映像的把握』数式や
言葉によって把握する『記号的把握』がある。J
児童の理解は，このような段階を経ること
で理解しやすいとされている。また，このよ
うな段階のつながりを重視することで理解し
やすいといった授業実践事例が多い。
しかし，このブルーナーの把握段階は「行
動的把握Jを具体的操作物によるもの， r映像
的把握Jを図によるもの， r記号的把握Jを式
や言葉によるものだと捉えがちである。
そのため，高学年において具体的操作物よ
りも絵や図を通して抽象的に考える場面の方
が多くなったとき，考えることができない児
童が多くなるといった課題があると考える。
そこで，図を再現することで「行動的把握J
「映像的把握Jr記号的把握jさせる授業を意
識的に取り入れていかなければならないと考
える。
また，図をこのように把握させることで，
他者の図から考えを読みとるカを伸ばしてい
きたい。そこで，他者の図から視覚的に伝え
合う(ビジュアルコミュニケーション)を通
して見方や考えをよみ取る授業を提案したい。
3. 読みとる算数の授業実践事例
| 四角形の4つの角の大きさの D 
和について繍ぺ去し孟う.
またその"ペ方を説明
し去しょう.
図1 四角形の内角の和を求める問題
既に，三角形の内角の和を帰納的に恩
考・表現して求めてきている。そこで，本
時では，三角形の内角の和はどんな三角形
の内角の和も 180。であることを活用して，
四角形の内角の和を演揮的に考えること
を目的とした授業である。
教科書では，一つの四角形の角の部分を
分度器で測ったり，四角形を切り離したり，
内角の部分をつなげて 3600 になることを
具体的な操作を通して知る。この活動を通
して，四角形の角を切り離さないで，四角
形の内角の和を求める方法を考えさせる
ようにしている。
本研究では，以下のような授業展開や工
夫をすることで，他者の考えを読み取り伝
え合う授業の実践を図った。
( 1 )既有の知識の活用による見通し
四角形の中でも特殊な形である長方
形や正方形の四角形を出し，四角形の内
角の和を考えさせる。
I  ~
図2 長方形・正方形の内角の和
? ?
直角が 4つあるという既有の知識を使
って，長方形や正方形の内角の和 3600
になることを考える。その見通しをもち
ながら，他の四角形でも 360。になるの
か疑問を持たせる展開にする。
T 三角形の 3つの角の和は 180だね。
四角形の4つの角の和は何度ですか
C 
T では，この形は何度でしょうかね
C 4つの角は，みんな直角です。
T 長方形の4つの角は全部直角だから
何度だと思いますか。
C 360。
T なんで?
C 直角は 90度だから， 90度の4つ
だから
900 x 4 =360。です。
T なるほど，じゃあ，他の四角形でも
4つの角の和が分かるものがあり
ますか。
C 正方形も 3600 です。
T なんで?
C 正方形も長方形も直角が4つある
から。
T 長方形も正方形も 360。なんだね。
両方とも何角形?
C 四角形。
T じゃあ，どんな四角形でも 3600 に
なるのかな。
C どんな四角形も，4つの角の和は，
360度のような気がします
T では，好きな四角形をかいて調べて
みましょう。
こうして，児童は既有の知識を使って演縛
的に思考をしながら，長方形や正方形から四
角形の内角の和が 360。であると帰納的に見
通しをもつことができると考えた。
また，特殊な四角形の4つの角の和を求め
たことで，どんな四角形でも内角の和が
3600 になるという見通しをもち，これを探
究的に調べてみようとする自律的な課題をも
つことができるようにした。
(2) 既有の知識の活用
児童には，四角形の内角の和を三角形に分
けることで「三角形の内角の和は 1800 Jと
いう知識を使って，何としても求めさせたい。
そのためには，以下のように条件を絞って児
童に考えさせたい。
条件① 今まで習ったことを使うこと。
② 四角形の図形を工夫して四角形の内
角の和を考えること。
③ 分度器や紙を切ってつなげてはいけ
なし、こと。
T 自分の四角形がかけたら 4r:>の角
に印をつけましょう。今日はその 4
つが 360。になるか考えます。ただし，
分度器では測りません。また，紙は切
ってもだめです。それでは，四角形を
今まで習ったことが使えるように工夫
して考えてみましょう。
このように児童に問題を投げかけることで，
児童は「合同な四角形を描くときに，三角形
を描いてからかいたことJや「四角形を対角
線で切ると二つの合同な三角形ができるこ
とJといった学習体験を想起し，四角形を三
角形に分けようとする児童を期待した。
以下の図は四角形を三角形に分けることで
問題解決を図ろうとする児童の図を予想した
ものである。
① A児四角形を三角形に2つに分けて
考える方法。
図3 三角形に分けて考える方法①
この図は四角形を三角形2つに分けて考
??
えることで，児童は以下のように考えること
を期待している。
まず，四角形を三角形2つに分けます。
次に，三角形の3つの角の和は 1800 です。
最後に，三角形は二つあるから，1800 x 
2 =3600 
だから，360。になる。
B児 四角形を三角形4つに分けて，考える方
法。
図4 三角形に分けて考える方法②
この図は四角形を三角形4つに分けて考
えることで，児童は以下のように考えること
を期待している。
まず，四角形を4つに分けます。
次に，三角形の 3つの角の和は 180。だか
ら，三角形4つで 1800 x 4= 7200 。
最後に，四角形の中心の角 360。は必要な
いので， 7200 -3600 = 360。
だから， 3600 になる。
2 7名の児童がA児と閉じであり，また，
B児と閉じ児童は5名ほどであった。A児と
同じ考えでは，対角線を 2本引くことで三角
形が4つになっているものが多く， 1800 x 4 
=720。で止まって悩んでいる児童もいた。
( 3 )ピジュアノレコミュニケーションによる
他者の考えを読み取り，伝え合う
図と式を対応させて読み取りながら視覚的
に伝え合わせることで，他者の考えを理解し，
Eいに考えることができるようにする。
T では，どんな考えになったかまず図を
かいてもらいます。自分の工夫した図
を黒板にかいてくれる人はいますか。
C まず，こうやって四角形に対角線を
入れました。
T みんなも Aさんの図を自分のノートに
閉じように描いてみましょう。(行動的
把握を促す支援)Aさんの考えの続き
がわかる人は説明や図にかき込みもし
てみましょう。
lA児の方法をみんなで伝えあい，考える。 i
T Aさんはどのよ うに考えたと思いますか。
図5 他者を読み取り，説明する児童
C 最初に四角形をこうやって三角形に分け
ました。
C なんで，そんなことしたの?
C だってこうすると，三角形が二つに見え
て，三角形の角の和は分かつてるから。
T なるほど，三角形の和を使おうとしたの
か。でも，三角形の和をどうやって使う
の?
C 三角形の和は 180。でしょ。上の三角形の
ここで 1800 。下の三角形もいっしょで
1800 0 三角形が二つあるから 1800 x 
2。だから，四角形は 3600 になると考
えました。
T なるほど。今の考え方をはじめから説明
してくれる人?
C まず，四角形を三角形二つに分けます。
次に，三角形の角の和は知っているから，
それぞれの三角形の角は 180。です。
最後に，三角形 180。が 2つだから
1800 x 2で， 360。になる。
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T この方法は，みんなが描いた四角形でも
できますか。前に描いて説明してくれ
る人?
C できると思います。この四角形も，まず
三角形二つに分けて。次に三角形の角の
和は 1800 。最後に三角形が 2つあるか
ら1800 x 2で360。になる。
|B児の考えを伝えあい，考える。
T なるほど。 Aさんは三角形を二つに分け
て考えたんだね。それでは， Bさんは
こんな図で考えたみたいだけど，どうや
って考えたんでしょうか5分間考えて
みましょう。
T Bさんはどのようにして考えたと思いま
すか。
C まず，四角形を三角形4つに分けました.
T どうして?
C 三角形の4つの角の和は知ってるからで
す。
T ここからどうやったと思いますか。
C 180。が4つだから 1800 x 4で 7200 。
T でも，Aさんは 360。になったんじゃ
ないの?どこが違うんでしょうか?
C Aさんの図は，四角形のちゃんと 4つの
角になるけど， Bさんの図は，真ん中の
部分も計算している。
T 真ん中の部分は四角形の角の和に必要な
の?
C 必要なし、。
T じゃあ，どうすればいいの?
C ここの真ん中の部分をとってあげればい
し、。
T 真ん中の部分は何度だろうね。
C 真ん中は一周だから 360。
T じゃあ，真ん中の部分をとるってことを，
式にすると。
C 7200 -3600 =360。だから， Aさんと
閉じで 360。になります。
T 誰か， Bさんの考えを整理して説明して
くれる人はいますか。
C まず，四角形を四つの三角形に分けます。
次に，三角形の角の和が 180。だから，
1800 x 4 = 7200 。
さいごに，真ん中の部分を引くから。
7200 -3600 =360。
T Bさんの考えは他の四角形でもできます
か。前に描いて説明してくれる人。
図6 他の図でもB児の考えができるか
説明する児童
C できると思います。こんな図にしても，
閉じように描けるからです。
C この図でも，まず，四角形を三角形に分
けます。次に，三角形の 3つの角の和は
1800 だから 1800 x 4 =7200 。最後に，
ここの中心の角の和の 3600 を引し、て
3600 。
どれも同じようにできるからどの四角
形でもできると思います。
T なるほど，Bさんの考えもいろいろな四
角形に分けて考えたんだね。
今日は， AさんやBさんの方法を考えて
みたけど，二つの方法を考えてみて何か
気付いたことはありますか?
C どちらも三角形に分けて考えている。
C AさんやBさんの考えはどんな四角形
でも使える。
T なるほど。じゃあ，四角形の角の和はど
のようにして求めるかまとめてみまし
ょフ。
??
4. 考察
( 1 )図形の再現と他者の考えの読みとり
A児やB児の考えがなかった児童も他の児
童の図形を一緒にかくことで，r四角形の図を
三角形に分ける意図jを理解しやすかった。
そこで，他者の図形を再現することは図形
においても行動的に把握することができ，他
者の考えを読みとる契機になったと考える。
( 2) ピジュアルコミュニケーションと
PISA型「読解力」
児章が図形を使って視覚的に示し相手の
意図を読み取りながら伝え合うことで，多く
の児童が他者の考えを映像的に把握すること
ができ，考えの共有が図ることができたと考
える。そのため， r四角形を三角形に分ける」
といった見方を把握することができ，r三角形
の内角の和は 180。である。Jといった既有の
知識に結びつきやすくなったと考える。その
ため，多くの児童が演樺的な思考で捉え直す
ことで，筋道を立てて考えやすかった。
このように図形を視覚的に利用し「他者の
考えJを伝え合う児童の姿はPISA型「読解
カJの「効果的に社会に参加するために，書
かれたテキストを理解し，利用し，熟考する
能力。Jを行う姿であると考える。そのため，
このような授業実践をすることで，日々の授
業において PISA型「読解力Jを体験的に伸
ばすことができると考える。
( 3 )言語化と論理構成の課題
今回の授業で，児童が一人で問題を考える
とき，説明を書こうとしてすぐに説明が書け
ない児童の姿が見られた。
言葉による表現にするためには，まず，考
えを映像的に把握しながら言葉として表現す
ることが大切であると考える。内容をしっか
りと映像的に理解することで「四角形を三角
形に分ける」こと「三角形の内角の和が
1800 Jという既有の知識， r三角形が何個あ
るか。Jといった内容が結びついてこそ，着実
な理解や筋道を立てて考えることができる。
現在の教育では，言語活動の充実を図るた
めに児童が説明することを重視している。し
かし，児童は言葉や説明に捉われすぎて考え
を進めることが難しいのではないかと考える。
児童には自分の考えを進めていく上で，行
動的把握や映像的把握といった段階を経てか
ら，言葉や説明にするように指導を進めるこ
とが大切ではないかと考える。
6. おわりに
今回の 5年生の「四角形の内角の和」の授
業実践では，児童が PISA型「読解カJの「自
らの目標を達成し，自らの知識と可能性を発
達させ，効果的に社会に参加するために，書
かれたテキストを理解し，利用し，熟考する
能力」を体験的に伸ばすことができたと考え
る。しかし，このような能力は一時間の中で
身に付くものではないし，飛躍的に伸びるわ
けではない。今後もこのような授業を大切に
しながら児童の姿を見つめていきたい。
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